


















に興味のある学習者、そ して必須科 目として基礎漢文を教わる学習者全員を対象 とし
た漢文教育について論 じる。そ ういった学習者を対象に、純漢文であ りながら完全に
目本語 としても定着 してお り、比較的に実用性の高い四字熟語に着目し、四字熟語を
漢文教育の題材 とする可能1生について検討する。



















中国語資料の 目本版を使用 したい学生を含む、日本研究に興味のある学生を対象 とし
ている。歴史的仮名遣いおよび旧漢字体を使用 しながら、漢文訓読法について詳細に
解説 されている。


















能力の育成を目的 とし、「故事成語を書く」・「コルクボー ドに1字 を刻む」とい う作業
が提案され、題材には漢文 も使われた。











極的な態度が自主的な学習へ と変わ り、平均的な理解度も高まったとい う結果が見受
けられた。
荒木(2009)では、 日本人高校生が漢文に関心を深めることを目標 とす る教案がなさ
れている。地元の長崎を軸 として、「「古典の名篇」に拘泥せず、一般の常識的な様々
分野の初歩的内容に叙述 した漢文を教材 として採用」されている。「漢文を遠い過去の










(一)漢字四字がそれぞれの概念を示 して一語 となっている 「東西南北」「春夏秋
冬」、(二)二字ずつが類似の意味を持って一語となっている 「深山幽谷」「酒池肉
林」「飽食暖衣」「狂言綺語」、(三)上二字と下二字 とが相反する語 として一語と
なっている 「天上天下」 「一進一退」 「優勝 劣敗」、(四)上二字が下二字を修飾す
る 「娑婆世界」「一切衆生」「世襲財産」、(五)上二字が主語 ・目的語、下二字が




















①類{(○+○)+○}+○:文 房具店 ・郵便局長 ・自家用車
{○+(○+○)}+○:有 資格者 ・不退去罪 ・都知事選
②類 ○+{(○ 十〇)+○}:新 予算案 ・総建築費 ・両飛行士
○+{○+(○+○)}:前 副首相 ・超遠距離 ・権大僧正
(○・○)+(○+○):中 長距離 ・小中学校 ・正副議長
③類{(○ ・○)+○}+○:農 畜産品 ・病産院名 ・各小学校
(○十〇)十(○ ・○):巡 視船艇








(1)四 字熟語の多 くは中国の漢籍に由来 してお り、いわゆる 「純漢文」であるた
め、漢文教育の題材 として適切である。
(2)一 句が4字 と短いため、全ての単語の意味 ・母語訳を提示 し、学習者への負
担を軽減することが可能である。ただし、一句が短いため、レ点 と一二点の
みを導入できる。即ち、四字熟語は漢文の導入にのみ使用可能である。
(3)四 字熟語が 日本語において完全に定着 してお り、新聞 ・演説 ・討論などの場




の対蟹 の枠内では、一石二鳥 ・危機一髪 ・古今東西 ・再三再四 ・時期尚早 ・
試行錯誤 ・弱肉強食 ・自由自在 ・中途半端 ・取捨選択 ・絶体絶命 ・二人三脚 ・
2倉 品さやか(1998)『にほんご単語 ドリル～慣用句 ・四字熟語～』ASK出版
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典型的な漢文 として 『論語』を、和化漢文 として 『吾妻鋤 を一例ずつ掲載 した。ま
た、漢文と返 り点についての概略を紹介 し、その使い方の説明と用例 として15点 の
















1 ○ ○ ○ ○ 雲外蒼天
2 ○レ○ ○ ○ 操手傍観 ・不言実行
3 ○ ○ ○レ○ 忠言逆耳 ・柔能制剛
4 ○レ○ ○ レ○ 知足安分 ・転禍為福 ・画竜点晴 ・
温故知新 ・発憤忘食 ・有終完美 ・
断章取義 ・借花献仏 ・
以・乙脅 乙・・.入撚 郷㌔埜糠
5 ○ ○ レ○ レ○ 傍若無人
6 ○ ○ 一〇 〇_ 古無虚諺
7 〇二〇 〇_レ○ 不倶戴天
8 ○レ〇二〇 〇_ 狐仮虎威 ・不惜身命
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表1で は、使用 した四字熟語を返 り点の付加パターンに沿って分類 されている。そ
れぞれの返 り点の付加パターンの中では、「動詞+目 的語」・「動詞+補 語」・「助字」な
どと構文パターンが異なる熟語が含まれ、構文パターンが多様になるように配慮 した。
漢文 と返 り点概要を説明する用例 として使用 した四字熟語につき、表2か ら窺える
ように、四字熟語の原文 と読み、各単語のロシア語訳、四字熟語の意味を日本語で掲












































































調査に協力 した現地の教員の意見を考慮 した うえ、調査対象者として学部3年 生を









る学習者に漢文 ・返 り点 ・訓読の概要を紹介 し、漢文への関心度を高めることであっ
た。模擬授業の流は次のとおりである。先ずは、『論語』と 『吾妻鯛 を題材に漢文と
いう文体、日本漢文の存在、漢文講読 の意義などについて簡略に説明した。続けて、
返 り点の役割 レ点を中心に、一二点を参考程度で)、訓読にっいて紹介 した上で、四字
熟語の例を以て学習者 とともに検討 していった。学習者が授業に積極的に参加できる
よう、学習者に四字熟語 とその訓読文を音読 させた。 さらに、パワーポイン トのプ レ














らなるアンケー トに授業前 と授業後に5件 法で答えてもらった結果 を整理する。アン




図1に 示す。図1か ら窺えるように授業後は漢文に対する学習意欲が上がった。 「漢
文を大学で勉強 したい」・「漢文を独学で勉強 したい」両項 目の平均値が上が り、有意
差も認められた。一方、史料への関心度は殆 ど変ってお らず、有意差も認められなか
った。本研究では、対象者を史学専攻の学生に限定しなかったため、史料に対する関
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矧 ㎜
ザ灘窯濠 漫文を 漢文建 黛麟が
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麟 龍 咽 轍 騨幽!
次 に、 自由記述欄 の内容 を整理 した結果 を述べ る。被調査者 の記述の例 は、 日本語
訳 を付 けて掲載す る。
下記で例示す るよ うに、授業前の学習者は三グループ に分け られ る。第 一グループ
は、漢文 とい う語 の意味が解 らない もしくは良 くわか らない学習者であ る。 アンケー
トの設問 「漢文が何だか知 ってい る」 に対 して 「知 らない」 もしくは 「あま り知 らな
い」 を選 んだ学習者 は5人 お り、S20のよ うな記述 コメ ン トもみ られた。
【S20】HecoBceM■oHnMaK),qmoαTo.Ho]vamepecHoy3Ha[[E)!











(今の ところは、先ず 高 レベル の標準的 な 日本語 を習得 したいので、それ[漢文
の学習】は私 の 目標か ら外れ てい る。)
第 三グループは、漢文学習に興 味があ り、専門家 として知ってお きたい学習者であ
る。SO1とSO4の例 をは じめ、 このグル ープに配属 され るコメン トが多数 を 占める。
【SO1】OTo㎜epecHo,aTaKoKeHeo6xollzMO3Ha[151Vlfisl[[O且oBenMecRoro
Kpylo30pa・




(専門 的 な 高等 教 育 を受 け る な ら、学 ぶ べ き 日本 語 の一 部 で あ る と思 い ます 。そ
の上 、 日本 の 社 会 で は 漢 文 の知 識 は知 性 の証 で あ る[とい うこ とは漢 文 を学 習 し
たい 理 由 で あ る1。)
授 業後 で は、 第 一 グル ー プ と第 ニ グル ー プ にお い て変 動 が確 認 で きた 。5件 法 のア
ンケ ー トで は、 漢 文 に対 す る理 解度及 び学 習 意 欲 が 高 ま った こ とが窺 えた。 自由記 述
欄 か らも同 じこ とが窺 え る。 上 記 と同 じ学 習 者S20、SO5、S10の 事 後 ア ンケー トの
記 述 を以 下 で掲 載 す る。SO5の よ うに題 材 が興 味深 か っ た とい うコメ ン トに と どま っ
た 学 習者 は いた が 、第 ニ グル ー プ で あ ったS10は 授 業後 に漢 文 学習 に興 味 を示 し始 め、
漢 文 学 習 に対 して 意欲 を 見せ 始 めた例 も確 認 で きた。
【S20】VaHrepecHoI[onaHMaTepllan,6LvlooqeHbno"e3Honocny皿aTL!
(題材 の示 し方 が 興 味深 くて 、 聞い た こ とが役 に立 ちま した。)
【SO5】Ho耳paB]zJlocLIIo四Po6且oeo丘bHc且eH胚emTo,qmoMHOro且arJI瓢HHx
耳PHMepOB・





(この分 野 の基 礎 知 識 が 必 要 で 、現 代 日本 で も実 用 的 だ と思 えて きま した。ま た漢


































事後 アンケー トの 自由記述欄 に四字熟語 に関す るコメン トが多 く、その うち数例 を
以下で掲載す る。調査 に使 用 された教材には 「入郷従郷」 な ど訓読文 の形で知 られ る
四字熟語、 また使 用頻度 の低い四字熟語がある とい う事実は学習者 に説明 された。 し
か し、それ にもかかわ らず、今 回の調査範囲では、題材 に対 して否 定的 な意見はみ ら
れず、学習者が 四字熟語 に対 して肯 定的な意見を述べた。
【SO7】fly3HaJla,㎜TaRoe漢文,cMornaHagaTl、BuieTs(mpy]mpycnoBva3
qeTs・pex3πeMe㎜B,McyAoBoJI]s(m3ueMgpogomaa6b・va3y・・emleα曲
TeMLI.(漢文が何 だか解 りま した。 四時熟語 の構成 も見 え始 めま した。 このテー
マの勉強 を続 けたい気持 ちがあ ります)
【S12】Bbll[o㎜epecHoY3HaTBAPeBHHeI【㏄JloB1皿田MMxcMblcnva
耳poπ皿eH胚e・















擾業がわか》 擾禦が 授業が 薪しい 授業解 漢文が 鰻掌熱議ぷ
{:くかった 難しかv鳶 面$かった 難髭が 幾に立っ驚 わかljやすく わか9やすく
あった なった なった
事後アンケー トにおいて も肯定的な コメン トが多 く、「授業 の改善点」について問 う
欄 には記述 が少なかった。 しか し、下記 のよ うに教材 の内容 と構成 の改訂に際 して反
映す ることができるコメン トが二点ほ どみ られた。
【S10】CJIo}K臣o(mi)BL皿oJIHeH胚Hym)aoKHeHziicpa3yH㏄」【eo6[bE[cHeHzfi
IIpaBliJla・
([漢文講読 の】規則 が導入 され る直後 に練習す ることが難 しかった。)
【S16】H且ecpa3y-oH別Ianp叩返 り,点.Bo3MoMHo】ity)KE[06Lmoynerm
3TOMy60皿1皿eBH胚MaH朋.
(すぐには返 り点 の用法が解 りませんで した。説 明にもっと注 目をあてた方が良





学習者は 「坐井観天」の読み ・語釈 ・返 り点付きの文 ・訓読文を提示 し、その意味
について推測する質問を設けた。解釈においては、「窮屈な状況に置かれても希望をな
くさない」などの推測もみ られたが、正解に近い 「視野が狭い」とい う推測もあった。
なお、多数の学習者が 「井に座って、天を観る」 とい う文字通 りの意味を正確に理解
でき、ロシア語で明記 した。
「入郷従郷」の読み ・語釈 ・返 り点付きの文 ・意味解説を提示し、訓読文を書 く設
問を設けた。学習者による訓読文の語順は正確であった。 しか し、模擬授業では、定
着 した訓読文 「郷に入 りては郷に従え」を紹介下のみで、文中の条件表現および命令
形の説明には到 らなかったため、学習者の回答には 「郷へ入れば郷に従 う」とういう
条件表現、または 「郷に入って郷に従 う」とい う順接接続がみられた。そこからは、
文法解説の必要性が窺え、今後の改題 として位置づけたいところである。なお、「郷を





四字熟語 「以心伝心」の読み ・語釈 ・訓読文 ・意味解説を提示され、返 り点を付け
























返 り点のみを使用 した。 しかし、小テス トでは助詞および動詞の活用の間違いが多数
みられたため、今後は第一段階を取 り入れ、返 り点のみならずヲコ ト点も付加するこ





(1)現 代仮名遣いを使用 し、返 り点 とヲコト点を両方付加する。
例)訓 点:瞬 レ章1最レレi蓬、訓読:寮 を爵ち義を最る
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(2)現 代仮名遣いを使用 し、返 り点のみを付加する。
例)訓 点:断レ章取レ義、訓読:寮 を爵ち義を敢る
(3)歴 史的名遣いを使用 し、返 り点のみを付加する。




本稿では、四字熟語 とい う比較的身近な題材を使用 した教材を作成 し、その実用性
を検証するためにロシア人 日本語学習者に対 して実施 された調査結果について論 じた。
典型的な漢文 として 『論語』、和化漢文として 『吾妻鏡』が一例ずつ掲載 した教材で
は、漢文と返 り点についての概略を紹介 し、その使い方の説明と用例 として15点の




後に実施 したアンケー トと授業後に実施 した小テス トの結果を分析 し、漢文に対する
意識の変化について考察 した。この結果、漢文に対する学習意欲が僅かではあるが高
まることを検証できた。また、小テス トでは、動詞の活用 と助詞の混乱 とい う問題点
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たした内容に加筆 したものであります。 口頭発表の席上でご指導 ・ご助言をください
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浅川哲也先生に心より感謝申し上げます。
さらに、調査にご協力下さいました方々に厚 く御礼を申し上げます。
(GRIBDina・首都大学東京大学院人文科学研究科博士後期課程)
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